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共創の場形成支援プログラム【共創分野】

＜拠点ビジョン＞CO2排出の極端に少ない持続可能な農業生産社会

窒素循環
の破綻

貧困・紛争地域
の肥料不足

プロジェクトの概要
本申請拠点のビジョン
CO2排出の極端に少ない持続可能な農業生産社会の実現
社会変革の背景
窒素循環の破綻と、食料生産のトリレンマ、
貧困・紛争地域の肥料不足、国内肥料自給率
大学変革の背景
これまでの大学における、社会実装のブリッジ不足と分野間の壁による、シー
ズとニーズのミスマッチと人・資金の分断
ビジョン達成に必要な３つのターゲットとその概要
T１．プラズマ照射機構解明
T２．環境適応性付与と成長促進
T３．CO2排出のない窒素肥料作製
プラズマアグリ科学、作物学、環境農学の連携によるプラズマ照射機構解
明の成果を、プラズマによる育種と肥料生産技術の事業化につなげるための
産官学共創拠点を構築する。
大学と企業がシームレスにつながり社会実装するシステム「九大版イノベーシ
ョンエコシステム」を構築し、育種と肥料産業における市場獲得を経て、窒素
循環の破綻の回復と生産性の向上を両立する事業創成を目指す。海外展
開を見据えた両技術の遠隔地域での実施からアジアへ技術展開する。
九州大学では、プラズマ科学と農学の連携により、ターゲットを実現するため
のシーズとなる成果を挙げている。この取り組みを国内外の参画団体に広げ、
九州大学をプラズマアグリサイエンスの拠点とすることでのみ実現可能である。
本申請の取組についての課題の抽出とその対応を行い、本格型へつなげる。
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